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緊急の米価下落対策を求める意見書 

 

稲の収穫の時期が来ているが、全国的な米価の下落で、令和８年度の鳥取県における米

価の概算金は、前年比２～４割下回る水準で、１６，０００円（６０㎏）、前年に比べ６，

０００円も下がり、農家からは対策を求める声が上がっている。 

 米価の下落は、市場で２５年産米の在庫が積み重なり取引が動かない状況下で起こって

きている。在庫が大幅に拡大している原因は、政府が放出した備蓄米の５９万トンに加え、

２５年産米の備蓄米買い入れを中止した数量の２１万トン、飼料用米から主食への転換３

３万トン、ミニマムアクセス米と関税輸入米２０万トンが流通し、市場で米があふれる状

態になっていることだ。 

 政府は備蓄米２１万トンを買い戻し米価を下支えするといっているが、これでは今回大

幅な下落に対応できていない。米価の暴落は、生産コストの上昇に苦しむ農家を追い詰め

ている。これらは政府の政策の結果であり政府の責任だ。事業者や農家の自己責任ではな

い。 

 このままでは、全国で離農が一層加速し、再び米不足を招くことになりかねない。一刻

も早く、現状に合った緊急対策を行い、需給の引き締めを行うべきだ。 

 ついては以下の点について取り組むことを求める。 

 

記 

 

１．すでに決定している２６年度産米の政府備蓄米の買い上げに加えて、放出した政府備

蓄米５９万トンの買い戻し・買い上げを行うこと。さらに中止した２５年産米の備蓄米の

買い上げもおこなうこと。 

２．今年４月に公表されたコスト指標（２０，５３５円/玄米６０㎏）を最低保証するため、

不足分を生産者に対し緊急に補填すること。 

３．今後の対策として、いつでも農家が再生産できる価格と消費者が買える価格とのギャ

ップを政策的に補填するため、農家への「所得補償制度」を早期に検討すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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